
 1 

四條畷市国民保護協議会 会議録 

 

開催日時：令和元年６月１０日（月）午前１０時 

 

開催場所：市役所東別館２階 ２０１会議室 

 

出席者：東会長 

委員１６名（小山委員、角谷委員、中村委員、甲斐委員、林委員、 

植田委員、牧野委員、喜多委員、亀澤委員、西口委員、藤岡委員、 

山本委員、松川委員、豊留委員、中村委員、枡井委員） 

事務局３名（大塚危機管理課長、山根木危機管理課課長代理、太田） 

傍聴者２名 

 

資料：次第、委員名簿、配席表、四條畷市国民保護計画の改訂について（諮問）、 

   四條畷市国民保護計画（案）、四條畷市国民保護計画改訂の概要について、

変更前と変更後の対照表 
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ただ今から、四條畷市国民保護協議会を開催させていた

だきます。 

委員の皆様におかれましては、何かとお忙しいところ、

ご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

私は、本日の司会を務めさせていただきます、四條畷市

都市整備部 危機管理課長の大塚でございます。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

続きまして、資料の確認をさせていただきます。 

本日、配付させていただきました資料が「次第」と「委

員名簿」と「配席表」の３点でございます。 

 また、事前に郵送させていただいており、本日、ご持参

ただくようお願いしておりました資料が、「四條畷市国民保

護計画の改訂について（諮問）」と「四條畷市国民保護計画

（案）」と「四條畷市国民保護計画改訂の概要について」と

「変更前と変更後の対照表」の４点でございます。 

本日の資料は以上となりますが、不足等ございませんか。 

続きまして、委員皆様方の出席状況を報告いたします。 

本協議会は四條畷市国民保護協議会条例第４条第２項の

規定に基づき、会議の成立には過半数の委員の方のご出席

が必要となっております。 

本日は委員総数３０名の内、１６名の委員のご出席をい

ただいておりますので、本協議会が成立しておりますこと

を、ご報告いたします。 

それでは、開会にあたりまして、本協議会の会長であり

ます四條畷市長 東修平より、ご挨拶を申し上げます。 
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会長、よろしくお願いいたします。 

 

（会長挨拶） 

 

続きまして、ご出席の委員の皆様をご紹介させていただ

きます。委員名簿並びに配席図をご覧ください。 

私が、お名前をお呼びさせていただきますので、誠に恐

縮ではございますが、自席でご起立いただきますようお願

いいたします。 

まず始めに、近畿農政局大阪府拠点総括農政推進官  

小山 典久様です。 

大阪府枚方土木事務所 参事兼地域支援・企画課長    

角谷 敦司様です。 

大阪府四條畷保健所長 中村 顕様です。 

大阪府四條畷警察署長 甲斐 俊也様です。 

大東四條畷消防組合消防長 牧野 功様です。 

大阪ガス株式会社 導管事業部北東部導管部導管計画 

チームマネジャー 中村 泰博様です。 

四條畷市消防団長 桝井 隆也様です。 

続きまして、本市職員の委員を紹介させていただきます。 

林 副市長です。 

植田 教育長です。 

喜多 危機統括監です。 

亀澤 都市整備部長です。 

西口 総務部長です。 
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藤岡 総合政策部長です。 

山本 市民生活部長です。 

松川 健康福祉部長です。 

豊留 保健センター所長です。 

以上で出席委員の紹介を終わります。 

なお、所用のため、ご欠席されております委員につきま

しては、委員名簿にてご確認いただきますようお願いいた

します。 

最後に、事務局の紹介をさせていただきます。 

危機管理課課長代理の山根木です。同じく、危機管理課

の太田です。 

最後に、改めまして、私、危機管理課長の大塚でござい

ます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

次に、議題に入らせていただきます前に、本日は傍聴希

望者がおられます。 

本日の会議につきましては、非公開とする理由は特にな

いと考えられますので、傍聴を許可してよろしいでしょう

か。 

（異議なし） 

それでは、ただ今より、傍聴者に入場していただきます。 

（傍聴者入場） 

傍聴者の皆さまにお願い申し上げます。配付しておりま

す傍聴要領に記載の注意事項を遵守して、いただきますよ

うお願いします。なお、席上に配付しております資料につ

きましては、会議終了後、元の席上にお戻しいただき、持
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ち帰らないようお願いします。 

それでは、これより、議事に入らせていただきますが、

四條畷市国民保護協議会条例第４条第 1 項において、「会長

が議長となる」旨が規定されておりますので、これより議

事の進行につきましては、東会長にお願いしたいと存じま

す。 

それでは、東会長、よろしくお願いします。 

 

ただいま説明のありましたとおり、議長を務めさせてい

ただきますので、委員の皆様には、議事の進行にご協力を

いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

それでは、議案第１号「四條畷市国民保護計画の改訂に

ついて」を議題といたします。事務局からの説明を求めま

す。 

 

危機管理課の太田でございます。 

それでは、四條畷市国民保護計画の改訂につきまして、

ご説明申し上げます。 

はじめに、国民保護計画とは、武力攻撃事態や大規模テ

ロ等から市民等の生命・身体及び財産を保護し、市民生活

や経済への影響が最小となるよう、住民の避難、避難住民

等の救援、武力攻撃災害への対処などを迅速かつ的確に実

施するためにあらかじめ策定する計画であります。今回の

改訂は、平成１９年の本市国民保護計画の策定後の国や大

阪府等における上位計画等との整合や経年変化に伴う修正

及び本市機構改革や防災計画等に対応するため、本計画を
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改訂しようとするものです。 

改訂の経過につきましては、平成３０年度早々に庁内の

関係部長等がメンバ－であります防災対策推進本部会議を

開催して素案を作成しました。 

次に、その素案について９月２８日に大阪府に対して事

前協議を申請しまして、１２月２８日にご回答をいただき、

所定の修正を加え、計画原案を作成しました。 

その後、この計画原案について、２月１５日から３月１

５日までの１ヵ月間、パブリックコメントを実施し、結果、

意見等の提出はありませんでしたが、併せて、意見照会を

させていただいておりました本協議会の委員の皆さまから

いただきましたご意見等を踏まえまして、用語集における

消防組合に関する説明文など、一部の補正を加えて、今回

の計画（案）としております。 

本日までの経過については、以上でございます。 

それでは、四條畷市国民保護計画改訂（案）について、

ご説明いたします。資料の「四條畷市国民保護計画改訂の

概要について」をご覧下さい。 

主な修正点としては、まず、１点目、国の「国民の保護

に関する基本指針」及び「大阪府国民保護計画」の変更に

伴うものとしております。 

これらを踏まえた修正については、武力攻撃事態等合同

対策協議会の新たな記載、情報収集、伝達体制の構築の記

載や避難にあたっての留意事項等、法律、用語の定義、名

称等、国・府との整合などについて追加修正しております。 
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次に、２点目、「国民保護法」との整合を図るために変更

をおこなっております。これは、対策本部長・市長として

の権限、国・府・市の実施する措置等、国民保護法に基づ

いた記載方法への整合などについて追加修正しておりま

す。 

次に、３点目、本市の現行危機管理体制との整合を図る

ために変更をおこなっております。これは、配備体制、緊

急情報ネットワーク（Em-Net）、全国瞬時警報システム

（J-ALERT）等、現行体制との整合などについて追加修正し

ております。 

次に、４点目、市地域防災計画との整合を図るために変

更をおこなっております。これは、対策本部の組織及び事

務分掌について、四條畷市地域防災計画を準用することか

ら、平成２９年度に改訂した地域防災計画との整合などに

ついて追加修正しております。 

最後に、５点目、その他の変更として、四條畷市上下水

道局の上水道に係る業務が大阪広域水道企業団へ承継され

たこと、また、消防本部が大東四條畷消防組合として一部

事務組合に移行したことに伴う修正や人口等の最新データ

への時点修正、言い回しの整理、用語修正などについて修

正しております。 

以上で簡単ではございますが概要についての説明を終わ

ります。 

次に、資料の修正案、と新旧対照表についてご説明いた

します。 
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改訂にかかる内容の修正箇所が多くなっておりますの

で、修正箇所については、その主な箇所についてのみのご

紹介とさせていただいていただきますので、よろしくお願

いします。 

それでは、まず、対比表４頁をご覧ください、また、修

正案では 1 頁になります。こちらにつきましては、第２節

の記載ですが、従来からあった武力攻撃事態法、正式名称

は、｢武力攻撃事態等における我が国の平和と独立並びに国

及び国民の安全の確保に関する法律｣（平成 15 年法律第 79

号）を平成２７年９月に成立した平和安全法制の整備に伴

って改正・改称されたことを受けて整合を図っております。 

次に、対比表５頁をご覧ください、また、修正案では４

頁になります。この法整備に伴い、従来の国における「武

力攻撃事態等対策本部」の名称を「事態対策本部」へと修

正しております。 

ここで、国民保護計画における国民保護措置等について

簡単にご説明申しあげます。修正案では、５頁をご覧くだ

さい。 

武力攻撃等が発生した場合、国・府・市等は、図のよう

な流れで、国民保護措置等を実施することになります。 

４頁にお戻りください。「武力攻撃」（我が国に対する外

部からの武力攻撃）や「武力攻撃に準ずる手段を用いて多

数の人を殺傷する行為等」（大規模テロ等）が発生すれば、

まず国が、事態の認定や事態対処の全般的な方針などを取

りまとめた「対処基本方針」又は「緊急対処事態対処方針」
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を閣議決定し、「事態対策本部」又は「緊急対処事態対策本

部」を設置するとともに、「国民保護対策本部」又は「緊急

対処事態対策本部」を設置すべき地方公共団体を指定しま

す。 

これを受け、府、市は、「国民保護対策本部」等を設置し、

国民保護計画に基づき、「国民保護措置」又は「緊急対処保

護措置」を実施します。 

「国民保護措置」又は「緊急対処保護措置」は、主とし

て、住民の避難、避難住民等の救援、武力攻撃災害への対

処により構成されています。 

「避難」では、まず事態の発生に伴い、国が警報を発令

し、府は市へ通知し、市が住民へ伝達します。次に、国が

要避難地域と避難先地域を定めるので、これを受けて、大

阪府は主な避難経路と交通手段等を示し、市を通じて住民

に避難指示を行い、市が住民の避難誘導をします。 

「救援」では、市は、大阪府から指示を受け、又はこれ

を補助して、避難施設等において、関係機関等の協力を得

ながら、避難住民等に対し、水、食料や医療の提供などを

行います。 

また、安否情報については、市が中心となって収集し、

その情報を大阪府は整理して国へ報告を行い、住民等への

提供は、市、大阪府及び国がおこないます。また、個人情

報の保護には十分留意し実施することとしております。 

「災害対処」では、市等が消火活動などを行うとともに、

大阪府等と協力して、警戒区域を設定し、立入制限などを
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行い、二次災害を防止してまいります。 

以上、簡単ではございますが、国民保護措置等について

ご説明申し上げました。 

それでは、引続き、修正箇所のご説明に戻ります。 

対比表９頁をご覧ください、また、修正案では１４頁に

なります。ここでは、第２節 関係機関の事務又は業務の大

綱を記載しております。まず、１の地方公共団体の欄では、

消防本部が大東四條畷消防組合として一部事務組合に移行

したことへの修正を行っております。 

次に対比表 10 頁を、修正案では 1６頁をご覧ください。 

３ 指定（地方）公共機関の欄では、水の安定的な供給と

して、四條畷市の水道業務が大阪広域水道企業団へ承継さ

れたことから修正を行っております。 

次に、対比表 11 頁から 16 項、修正案では 17 頁から 22

項までは、本市の地理的、社会的特徴について時点修正を

行っておりますが、ご説明は省かせていただきます。また、

後ほど、ご覧いただきたくよろしくお願いします。 

次に、対比表 1７頁を、修正案では２８頁をご覧くださ

い。 

（２）避難、救援、災害対処に係る留意点として、新た

に、核攻撃に対する避難退域時の検査と簡易除染を講じる

必要があることを追記しております。 

次に、対比表では１８頁を、修正案では３５頁をご覧く

ださい。 

第２編 武力攻撃事態等への対処、第１章 実施体制の確
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立でございます。平成３０年４月からの本市機構改革に伴

う組織改編に合わせて、新たに「危機統括監」を設けてお

ります。このことから、対策本部に危機統括監を加え修正

しております。 

また、対比表では１９頁を、修正案では引き続き、３５

頁をご覧ください。 (2) 原因不明の事案が発生した場合

の ア 初動連絡体制についても、危機統括監を筆頭にした

体制に修正しております。 

次に、対比表では２０から２２頁を、修正案では３７か

ら３９頁をご覧ください。こちらにつきましても、危機統

括監を加えた体制に修正しております。また、市国民保護

対策本部の構成につきましては、市災害対策本部に準じた

構成とすることを明記しました。 

次に、対比表では２３頁を、修正案では４１頁をご覧く

ださい。 

今回、現地関係機関の活動を円滑に調整する必要がある

と認めるときには、現地調整所の設置を講じることを追記

しております。 

次に、対比表では２７、２８頁を、修正案では４８頁を

ご覧ください。第２章 住民の避難において、その情報の

伝達・通知方法に消防庁のＪアラ－ト（全国瞬時警報シス

テム）、内閣府のＥｍネットの導入や、消防の一部事務組合

に移行したことなどについて、修正をしております。 

次に、対比表では３２頁を、修正案では５３頁をご覧く

ださい。 
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会長 

 

 

 

 

(2) 避難の指示に伴う措置については、平成２７年１０

月に大規模集客施設が開店したことから、必要な対策を取

ることを追記しております。 

次に、対比表では３７頁を、修正案では８４頁をご覧く

ださい。 

国民保護法第９４条に規程された安否情報事務につい

て、消防庁が運用する「安否情報システム」を利用するこ

とを追記しております。 

次に、対比表では４１頁から４４頁を、修正案では９２

頁から９９項をご覧ください。 

法律の改正等に伴う修正に関して、感染症法の改正に伴

う感染症名の変更、原子力規制委員会設置に伴う所管省庁

の名称変更などの修正をしております。 

最後に、対比表では４７頁から５６頁を、修正案では１

０６頁から１１７項をご覧ください。本市の機構改革に伴

う組織名称の変更を行い、災害時要援護者の表記を災害対

策基本法に合わせた修正をしております。 

以上、修正案の修正箇所についての説明とさせていただ

きます。 

 

事務局からの説明は終わりました。 

何かご質問等、ございませんか。 

（質問なし） 

ご発言がないようですので、「四條畷市国民保護計画の改

訂について」につきましては、原案のとおりとしてよろし
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事務局員 

いでしょうか。 

（異議なし） 

ありがとうございます。 

それでは、原案のとおりとさせていただきます。 

次に、答申書につきまして、本日、委員の皆さまにご確

認いただきたいと存じますので、答申書（案）をお配りし

たいと存じますが、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

ありがとうございます。 

また、これらの答申に係る一連の事務処理は、私に一任

願えますでしょうか。 

（異議なし） 

ありがとうございます。 

それでは、答申書（案）を配付いたします。 

（答申書（案）を配付し、確認） 

答申書（案）につきまして、何かご質問等ございません

か。 

（質問なし） 

ありがとうございます。 

答申書が完成しました後は、委員皆さまに速やかに、送

付いたしますので、よろしくお願いします。 

次に、議案第２号「その他」について、を議題といたし

ます。事務局からの説明を求めます。 

 

それでは、その他について、ご説明いたします。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局員 

 

 

今後のスケジュールにつきましては、答申ののち、国民

保護法第３５条第５項に基づき、大阪府への正式協議を行

い、改訂作業は完成します。 

その後、議会報告を行い、その後、みなさまには、改め

て、改訂した国民保護計画を配付させていただきますので、

よろしくお願いします。以上です。 

 

ただいまの説明につきまして、何かご質問等ございませ

んか。 

（質問なし） 

ないようでございますので、以上をもちまして、本日の

案件を終了いたします。 

円滑な議事進行に、ご協力をいただき、誠にありがとう

ございました。 

最後に、本市といたしましては、国民保護計画に基づき、

皆様とともに、より一層の対策に努めてまいる、所存でご

ざいますので、今後とも、ご協力を賜りますよう、お願い

申し上げます。 

本日は、どうもありがとうございました。 

 

以上をもちまして、国民保護協議会を終了させていただ

きます。本日は、お忙しい中、誠にありがとうございまし

た。 

（会議終了） 

 


